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原点からＨＰＨを考えよう ⻄淀病院副院⻑ 結城由恵
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⽉
⼆
六
⽇
に
⼤
阪
⺠
医
連

の
医
活
委
員
会
で
Ｈ
Ｐ
Ｈ
の
講

演
を
し
ま
し
た
︒
淀
協
︑
フ
Ỻ

ル
マ
の
皆
さ
ん
に
も
Ｈ
Ｐ
Ｈ
の

基
本
に
⽴
ち
返
り
︑
今
後
の
活

動
を
皆
で
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
︒
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⽇
に
オ
タ
ワ
で
開
か
れ
た
第
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回
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ổ
シ
ἂ
ン
国

際
会
議
で
︑
﹁
す
べ
て
の
⼈
に

健
康
を
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実
現
す
る
た
め
の
活

動
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求
め
て
︑
こ
の
憲
章
が
⽰

さ
れ
ま
し
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⽇
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Ｈ
Ｐ
Ｈ
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ỿ
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︶
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Ｃ
Ｅ
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の
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内
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⽣
は
︑

﹁
健
康
は
⽣
き
る
⽬
的
で
は
な

く
︑
真
の
⾃
由
と
幸
福
を
獲
得

す
る
た
め
の
⽣
活
の
資
源
で
あ

る
﹂
と
⾔
わ
れ
て
い
ま
す
︒
こ

れ
は
︑
⽣
活
や
教
育
が
保
障
さ

れ
て
い
て
︑
必
要
な
時
に
は
⼗

分
な
医
療
が
受
け
ら
れ
︑
⼼
⾝

と
も
に
健
康
を
維
持
で
き
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こ

と
が
基
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に
あ
る
う
え
で
︑
そ

の
⼈
が
や
り
た
い
こ
と
︑
な
り

た
い
も
の
を
求
め
て
い
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こ
と

が
で
き
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そ
し
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常
⽣
活

の
中
に
も
楽
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が
た
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あ
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︑
そ
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福
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⼈
⽣
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き
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を
⾔
わ
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い
る
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と
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ま
す
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ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ổ
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個
⼈
や
社
会
が
健
康
に
な
る
た

め
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ổ
︵
啓
蒙
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活
動
で
す
︒
個
⼈
に
対
す
る
活

動
と
し
て
は
︑
例
え
ば
経
済
的

苦
境
に
⽴
ỵ
た
⼈
に
︑
⽣
活
保

護
の
申
請
を
⼿
伝
う
こ
と
︑
無

料
低
額
診
療
を
導
⼊
す
る
こ
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も
そ
の
例
で
す
︒
⽇
本
の
社
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保
障
制
度
は
申
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主
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で
す
︒

黙
ỵ
て
い
て
は
助
け
て
く
れ
ま

せ
ん
︒

＊
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現
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ổ
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先
⽇
Ｎ
Ｈ
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の
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転
⼈
⽣
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貧
困
の
連
鎖
を
断
て
︑
⻄
成
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の
挑
戦
﹂
と
い
う
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組
を

観
て
︑
こ
れ
こ
そ
ヘ
ル
ス
プ
ロ

モ
ổ
シ
ἂ
ン
︑
ア
ド
ボ
カ
シ
ổ

活
動
だ
と
感
動
し
ま
し
た
︒
荒

れ
て
い
た
⻄
成
⾼
校
の
⽣
徒
は

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ổ
の
家
庭
が
多

く
︑
貧
困
家
庭
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⽣
徒
も
多

か
ỵ
た
よ
う
で
す
︒
そ
こ
か
ら

抜
け
出
す
た
め
の
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体
的
⽅
法
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特
別
授
業
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な
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の
で

す
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⽅
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の
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︑
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介
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⽅
を
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え
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し
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⽣
徒
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就
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師
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回
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︑
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︑
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を
⽣
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で
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れ
落
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い
⽅
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え
て

い
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し
た
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師
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活

動
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と
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ら
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ま

し
た
︒
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Ộ
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究
・
地
域
診
断
Ộ

社
会
が
健
康
に
な
る
た
め
の

活
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は
社
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保
障
︑
教
育
︑
医

療
な
ど
の
制
度
に
介
⼊
し
て
い
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こ
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で
す
が
︑
こ
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は
単
体
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組
織
で
は
困
難
な
活
動
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す
︒

我
々
は
⼤
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や
他
の
組
織
と
協

⼒
し
て
︑
き
ち
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と
し
た
エ
ビ

デ
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ス
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し
て
︑
⾏
政
︑
政

治
に
訴
え
て
い
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必
要
が
あ
り

ま
す
︒
当
院
で
も
無
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低
額
診

療
の
⻑
期
フ
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ロ
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を
︑
公
衆

衛
⽣
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の
⼤
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先
⽣
と
協

⼒
し
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進
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と
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ま
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︑
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︑
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我
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の
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が
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の
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に
合
ỵ
た
も
の
か
を

調
べ
る
こ
と
も
⼤
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で
す
︒

そ
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た
め
に
地
域
診
断
は

⾮
常
に
⼤
切
だ
と
思
い
ま

す
︒
淀
協
︑
フ
Ỻ
ル
マ
だ

け
で
活
動
し
よ
う
と
し
て

も
活
動
の
範
囲
は
限
ら
れ

ま
す
︒
ぜ
ひ
地
域
の
Ｎ
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や
⾏
政
機
関
︑
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と
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協
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し
て
活
動
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広
げ
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い
け
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と
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ま
す
︒

＊
フ
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が
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ổ
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最
近
の
活
動
で
︑

友
の
会
が
中
⼼
と

な
ỵ
て
実
施
し
て

い
る
フ
ổ
ド
バ
ン

ク
は
︑
地
域
の
様

々
な
団
体
︑
個
⼈

が
参
加
し
て
︑
コ

ロ
ナ
禍
で
困
ỵ
て

い
る
⼈
を
み
つ
け
︑

介
⼊
で
き
る
Ｈ
Ｐ

Ｈ
活
動
で
現
状
に

即
し
て
お
り
︑
今

後
も
継
続
が
望
ま

れ
ま
す
︒

⽣
ま
れ
て
︑
成
⻑
し
︑
仕
事

を
し
て
︑
⼦
供
が
⽣
ま
れ
︵
も

ち
ろ
ん
⽣
ま
な
い
⼈
⽣
も
あ
り

ま
す
が
︶
︑
⼈
⽣
の
最
期
を
迎

え
る
ま
で
︑
幸
せ
を
感
じ
て
⽣

き
る
べ
き
⼈
達
を
︑
⽀
え
て
い

く
活
動
が
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ổ

シ
ἂ
ン
だ
と
私
は
思
ỵ
て
い
ま

す
︒



ポイ捨てカウンター

11307本

Ｎo.８

2021年初のスワンス
ワン活動は、あいにく
の⾬模様。冷たい⾬が
降ったりやんだしする
中、普段通り活動を頑
張った職場、活動⽇を
変更した職場、お休み
した職場と様々…。
⼀⽅、2⽉は気温があ

がり、⽇差しも柔らか
なスワンスワンデイに
なりました。
相川診療所も1⽉から

スワンスワン活動をス
タートしました！

2⽉から参加の⾣島診
療所は、なんと 0本！
の報告です！
次回は

3⽉22⽇（⽉）
春⾵が⼼地よい「ス

ワンスワン・デイ」に
なるといいなぁ。

2021.1.22のレポート 茨⽊診療所
今年最初の「スワンスワン⾏動」に取組みました。

空模様が少し怪しい時間帯でしたが、なぜか⾏動時間（10分）に
なると⾬がやみました。本⽇（1/22）の参加は5⼈で、91本の吸い
殻を拾いました。
今回で4回⽬の取り組み。本⽇も職員1名と

友の会世話⼈さんがお⼀⼈初参加。
「診療所周辺にこんなに多い吸い殻にビックリ
しました！」と感想をいただきました。
また、私たちの⾏動を⾒て地域の⽅から

「ご苦労様！」と労いの⾔葉をかけて頂きました。
（茨⽊診療所 藤野 俊弘）

おそろいのビブスがきまってます☆

余裕の1万本超え
…全く

喜べない

「あいは、クリニック３
⼈、ケアプランセンター１
⼈、薬局１⼈です。300本。
多すぎやろう…」
（FCあい ⼤⻄ 暁⼦）

2021.2.22のレポート ファミリークリニックあい ＆ 姫島診療所
姫島診療所は、7名で

スワンスワン活動！


